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調製できる交互積層法 (LbL法)を用いた14)。交互積層法は 相互作用を有する 2種類の溶液に
基板を交互に浸漬するだけで薄膜を調製できる手法であり ，簡便かつナノレベルでの膜厚制御に
適している。接着タンパク質として知られるFNとコラーゲンの変性体であるゼラチン (G)の交
























図2 (a)マウスC2C12筋芽細胞の に 3， 7層構造のへマトキシリン・工オシン (HE)
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NHDF. C2C12. ヒト臓帯静脈血管内皮細胞 (HUVEC)など細胞の種類を変えても生存率は95
%以上であることが確認された。細胞は自発的に移動するため，チップ化するためには細胞を空
間に留める必要がある。そこで¥ 直径500μll1，高さ200μmのウェルを4401固有するウェル基板を
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れる層数が減少することが分かつた (図8(b)，(c))。また， 8層構築後にさらに 8層分の細胞を播
種しでも接着は観察されず，やはり栄養・酸素供給の問題で最大層数が8層であることが確認さ
れた(図8(d)。一方， 4層+4層や2層+2層+2層なと¥8層以内でヘテロな積層構造を作製
できることが明らかとなった (図8(巴)，(f))。 さらに，4層のNHDFJ曹を形成後，最上層に I層
のHUVEC層を形成し，その上に 4層のNHDF層を形成してHUVECをサンドイツチ培養するこ
とで¥毛細血管網のようなHUVECのチューブネ ットワークが全体かつ均一に形成することを見
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図8 (a)細胞集積j去のイメ ージ。挿入図は，ローダミンラベル化FNとFITC-Gの薄膜をコーテインクした
ヒト皮膚線維芽細胞(NHDF)の蛍光顕微鏡写真を示した。(b)播種細胞数と得られる麿数の関係およ
び(c)HE染色による組織切片写真。 ((d)~(f)) ヘテロ構造体の構築。 セルトラッカ ー グリーンとセル




図9 (a) 4層のNHDFで1層のHUVECをサンドイツチ培養したイメ ージ。(b)1週間培養後のCLSMによ
る三次元観察写真。HUVECを抗CD31抗体にて赤に染色し 核を青に染色した。 A-Cの箇所のx-z
平箇観察写真。(c)サンドイツチ培養にて 1週間培養後のセルカルチャーインサート全体の蛍光観察
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